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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 8,372 20.5 118 △73.1 167 △66.6 127 △62.6

2024年３月期第３四半期 6,950 7.9 439 12.5 500 19.8 341 19.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 39.52 39.29

2024年３月期第３四半期 105.78 105.17

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 24,409 14,422 59.0 4,445.95

2024年３月期 22,751 14,415 63.3 4,448.69

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 14,398百万円 2024年３月期 14,391百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 - 0.00 - 60.00 60.00

2025年３月期 - 0.00 -

2025年３月期（予想） 70.00 70.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,400 39.1 450 △18.3 500 △22.3 360 △21.1 111.20

１．2025年３月期第３四半期の業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 3,248,548株 2024年３月期 3,245,028株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 9,982株 2024年３月期 9,962株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 3,237,162株 2024年３月期３Ｑ 3,232,778株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注)詳細は、添付資料６ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記(３)四半期財務諸表に関する注記事項(四半

期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等に

ついては、添付資料２ページ「１. 当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善による経済活動の活性化やインバウンド需

要の増加等から、緩やかな回復基調となっております。世界経済については、地政学リスクの継続に加えて、金

利・為替の変動により、不透明感の強い状況が継続しております。

外航海運業界は、大型船市場においては中国の主要造船所が既に2028年の船台を完売していることから船台不足

の懸念が高まり、この流れを受けて国内外の船主が新造整備に動いた結果、国内造船所も2028年の船台はほぼ目途

がついた状態となっております。また、当社２サイクル機関の対象である近海船市場は、貨物船については一時期

に比べると運賃は持ち直しているものの、現状の新造船価に見合うものではなく、新造船建造に前向きな動きは見

えておりません。一方で、近海ケミカル船は引き合いが継続しております。

当社の主要マーケットである内航海運業界におきましては、船員不足および船舶の老朽化が顕著となってきた影

響から、輸送能力の維持・確保に向けて大手オペレーターを中心に用船料の改善がなされ、船価高の状態は続いて

おりますが、代替え建造を視野に多くの船主が船台予約に動き始めており、数年先までの船台予定を立てている造

船所も出てまいりました。また、海外案件につきましても、アジア圏で受注が回復しており、引き合いも増加傾向

を示しております。

このような企業環境のもと、当第３四半期累計期間の経営成績につきましては、受注高は主機関の受注が増加

し、前年同期比34.1％増の10,709百万円となりました。売上高についても、主機関、部分品ともに増加したことか

ら、同20.5％増の8,372百万円となりました。受注残高は同77.7％増の8,507百万円となりました。

損益面につきましては、生産量が増加したものの、資材価格高騰によるコストアップとその価格転嫁が進まない

ことから、営業利益は118百万円（前年同期比73.1％減）、経常利益は167百万円（同66.6％減）となり、四半期純

利益は127百万円（同62.6％減）となりました。

事業区分別では、主機関の売上高は、近海船向け２サイクル機関の出荷が増加したことから4,463百万円（前年

同期比40.9％増）となりました。部分品等の売上高は、国内の部分品・修理工事や、舶用事業以外のＣＭＲ（鋳

造・金属機械加工）も増加したことから3,909百万円（同3.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は12,753百万円となり、前事業年度末に比べ1,399百万円増加いたし

ました。これは主に受取手形及び売掛金が468百万円減少したものの、電子記録債権が533百万円、製品が752百万

円、仕掛品が345百万円増加したことによるものであります。固定資産は11,656百万円となり、前事業年度末に比

べ259百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が79百万円減少したものの、投資有価証券が293百万円増

加したことによるものであります。この結果、総資産は24,409百万円となり、前事業年度末に比べ1,658百万円増

加いたしました。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は6,812百万円となり、前事業年度末に比べ1,665百万円増加いたしま

した。これは主に未払法人税等が83百万円、賞与引当金が86百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が518百

万円、契約負債が1,252百万円増加したことによるものであります。固定負債は3,174百万円となり、前事業年度末

に比べ13百万円減少いたしました。これは主に偶発損失引当金が15百万円減少したことによるものであります。こ

の結果、負債合計は9,987百万円となり、前事業年度末に比べ1,651百万円増加いたしました。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は14,422百万円となり、前事業年度末に比べほぼ横ばいとなりまし

た。これは主にその他有価証券評価差額金が64百万円増加したものの、利益剰余金が66百万円減少したことによる

ものであります。この結果、自己資本比率は59.0％（前事業年度末は63.3％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の純利益は前年と比較して大幅に減少していますが、高利益案件が第４四半期に集中する

ことを見込んだ計画どおりに推移しておりますので、2024年10月15日に公表いたしました業績予想からの変更はあ

りません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,898,661 5,005,084

受取手形及び売掛金 2,809,548 2,340,672

電子記録債権 609,597 1,142,800

有価証券 100,010 100,000

製品 409,037 1,161,644

仕掛品 1,461,295 1,806,414

原材料及び貯蔵品 961,433 1,043,924

その他 106,930 153,125

貸倒引当金 △2,100 －

流動資産合計 11,354,414 12,753,665

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,309,986 1,324,687

構築物（純額） 132,146 131,733

機械及び装置（純額） 612,453 693,274

車両運搬具（純額） 3,388 2,468

工具、器具及び備品（純額） 136,724 212,647

土地 5,817,871 5,817,871

建設仮勘定 382,821 132,779

有形固定資産合計 8,395,392 8,315,462

無形固定資産 352,684 415,780

投資その他の資産

投資有価証券 1,627,158 1,920,294

その他 1,049,543 1,032,316

貸倒引当金 △27,800 △27,800

投資その他の資産合計 2,648,901 2,924,810

固定資産合計 11,396,978 11,656,053

資産合計 22,751,393 24,409,718

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,153,933 1,672,027

電子記録債務 1,289,404 1,320,438

未払法人税等 83,931 －

契約負債 1,477,855 2,730,525

賞与引当金 193,000 106,500

製品保証引当金 6,658 8,944

受注損失引当金 161,800 246,200

その他 780,310 727,590

流動負債合計 5,146,894 6,812,226

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 1,473,294 1,473,294

退職給付引当金 1,431,454 1,443,799

偶発損失引当金 15,000 －

その他 268,801 257,755

固定負債合計 3,188,549 3,174,849

負債合計 8,335,443 9,987,076

純資産の部

株主資本

資本金 824,653 829,055

資本剰余金 66,479 70,881

利益剰余金 9,544,378 9,478,213

自己株式 △13,204 △13,244

株主資本合計 10,422,307 10,364,905

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 624,950 689,044

土地再評価差額金 3,344,541 3,344,541

評価・換算差額等合計 3,969,492 4,033,586

新株予約権 24,150 24,150

純資産合計 14,415,949 14,422,642

負債純資産合計 22,751,393 24,409,718
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 6,950,617 8,372,839

売上原価 5,350,009 6,975,653

売上総利益 1,600,607 1,397,185

販売費及び一般管理費 1,161,520 1,278,973

営業利益 439,087 118,212

営業外収益

受取利息 602 4,735

受取配当金 18,012 22,085

受取補償金 30,150 －

為替差益 4,549 12,060

その他 9,349 12,896

営業外収益合計 62,663 51,778

営業外費用

支払利息 2 142

賃貸費用 239 1,615

その他 555 992

営業外費用合計 796 2,751

経常利益 500,953 167,239

特別利益

偶発損失引当金戻入額 － 10,700

特別利益合計 － 10,700

税引前四半期純利益 500,953 177,939

法人税等 159,000 50,000

四半期純利益 341,953 127,939

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第３四半期累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 290,531千円 339,157千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

（セグメント情報等の注記）

当社は舶用機関関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。
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（単位　百万円：未満切捨）

区分
前年同四半期(累計） 当四半期(累計）

対前年同四半期
増減率〔 2023.４.１から 〕〔 2024.４.１から 〕2023.12.31まで 2024.12.31まで

受

注

高

主機関 4,204 52.6％ 6,800 63.5％ 61.7％

部分品・修理工事 3,782 47.4％ 3,909 36.5％ 3.4％

合計 7,987 100.0％ 10,709 100.0％ 34.1％

受

注

残

高

主機関 4,788 100.0％ 8,507 100.0％ 77.7％

部分品・修理工事 － － － － －

合計 4,788 100.0％ 8,507 100.0％ 77.7％

区分

前年同四半期(累計） 当四半期(累計）
対前年同四半期

増減率〔 2023.４.１から 〕〔 2024.４.１から 〕2023.12.31まで 2024.12.31まで

主機関 3,168 45.6％ 4,463 53.3％ 40.9％

（うち国内） （2,563) (36.9％) (3,257) (38.9％) （27.1％)

（うち輸出） （604) （8.7％) (1,206) (14.4％) （99.4％)

部分品・修理工事（CMR除く) 3,326 47.9％ 3,397 40.6％ 2.1％

（うち国内） (2,681) (38.6％) (2,778) (33.2％) (3.6％)

（うち輸出） (644) (9.3％) (618) （7.4％) （△4.0％)

ＣＭＲ（国内のみ） 455 6.5％ 512 6.1％ 12.3％

合計 6,950 100.0％ 8,372 100.0％ 20.5％

（うち国内） (5,700) (82.0％) (6,547) (78.2％) (14.9％)

（うち輸出） (1,249) (18.0％) (1,825) (21.8％) (46.0％)

３．補足情報

（1）受注及び販売の状況

①受注の状況

②販売の状況
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ひ び き 監 査 法 人

大阪事務所

代 表 社 員
公認会計士 松 本 勝 幸

業務執行社員

代 表 社 員
公認会計士 卜 部 陽 士

業務執行社員

独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年１月31日

阪神内燃機工業株式会社

取締役会　御中

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている阪神内燃機工業株式会社の2024年4月1日から2025

年3月31日までの第160期事業年度の第３四半期会計期間（2024年10月1日から2024年12月31日まで）及び第３四半期累

計期間（2024年4月1日から2024年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計

算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重

要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれておりません。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・  主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確

実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を

表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び

我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行

う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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